
1 No. 39市民プレス　2008年 5月 1日 発行（隔月刊 /無料配布）　

　

　

5月1日   第 39号

CONTENTS

市民
プレス

発行人　　  特定非営利活動法人
　　　　　　　　「市民フォーラム」
編集人　　  原　昭二
制作・印刷   デジタル工房
FAX　　　   048（476）9111
〒353-0004     埼玉県志木市本町5-19-15
　　　

副都心線 路線図

副都心線渋谷駅（明治通りの地下に建設中）の完成予想図

工事中の渋谷駅東口

工事中の吹き抜け部分

時
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
30

分
の
「
通
勤
急
行
」
を

も
設
け
る
。
一
駅
ご
と

の
運
行
間
隔
は
、
既
存

ラ
イ
ン
の
小
竹
向
原
〜

和
光
市
が
平
均
5
分

30
秒
（
平
日
・
朝
ラ
ッ

シ
ュ
時
）
に
対
し
、
新

路
線
の
渋
谷
〜
小
竹

向
原
は
平
均
3
分
35
秒

（
同
）
と
、
お
よ
そ
2

分
短
く
な
る
。

副
都
心
線
開
業
に
伴

い
、
東
京
メ
ト
ロ
有
楽

町
線
の
ダ
イ
ヤ
も
改
正

さ
れ
、
既
存
の
池
袋
〜

和
光
市
間
に
は
新
た
に
「
準

急
」
が
走
る
。

東
武
東
上
線
で
は
、
現
在

は
日
中
と
夜
間
の
み
の
「
急

行
」
が
、
朝
の
通
勤
時
に
も

運
転
さ
れ
る
。
和
光
市
〜
池

袋
間
を
現
在
よ
り
も
6
分
速

い
、
最
速
13
分
で
結
ぶ
ほ
か
、

通
勤
急
行
や
準
急
の
所
要
時

な
吹
き
抜
け
構
造
で
、
デ
ザ

イ
ン
は
、
建
築
家
の
安
藤
忠

雄
さ
ん
が
担
当
し
た
。

3
層
構
造
の
駅
は
「
地
中

の
宇
宙
船
＝
地
宙
船
」
を
イ

メ
ー
ジ
、
下
層
部
の
ホ
ー
ム

頭
上
が
大
き
な
吹
き
抜
け
空

間
と
な
り
、
上
層
部
の
改
札

階
な
ど
か
ら
下
層
部
を
見
渡

せ
る
よ
う
に
な
る
。
駅
全
体

は
「
楕
円
の
カ
プ
セ
ル
（
地

宙
船
）
が
地
下
に
沈
ん
だ
よ

う
な
構
造
」
で
、
ホ
ー
ム
天

井
部
分
が
球
体
の
「
船
底
」

に
あ
た
る
と
い
う
。

楕
円
の
直
径
は
約
80
メ
ー

ト
ル
、
短
径
は
約
24
メ
ー
ト

ル
。
ホ
ー
ム
を
見
下

ろ
す
吹
き
抜
け
部
分

は
高
さ
約
2
メ
ー
ト
ル

の
ガ
ラ
ス
で
周
囲
を
囲

い
、
安
全
性
も
考
慮
す

る
。
吹
き
抜
け
構
造
は

「
天
然
ダ
ク
ト
」
の
役

割
を
果
た
す
こ
と
で
自

然
換
気
が
で
き
る
の
も

特
徴
。
駅
に
通
じ
る

地
上
施
設
の
吹
き
抜

け
空
間
と
も
連
動
し
、

間
も
平
均
で
2
〜
3
分
短
縮

さ
せ
る
と
い
う
。「
一
部
の
列

車
が
副
都
心
線
経
由
に
切
り

替
わ
っ
て
、
本
数
が
減
る
こ

と
と
、
各
駅
停
車
の
待
ち
合

わ
せ
を
一
駅
か
ら
二
駅
に
増

や
す
こ
と
で
、ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
を
実
現
し
た
」（
東
武
鉄

道
広
報
部
）
と
い
う
。

日
中
に
は
、
準
急
の
一
部

を
急
行
に
格
上
げ
し
、
急
行

は
毎
時
5
本
と
な
る
。
夕
方

に
は
、
定
員
制
の
「
T
J
ラ

イ
ナ
ー
」（
有
料
）
を
新
設
。

18
時
か
ら
22
時
50
分
ま
で
、

ほ
ぼ
1
時
間
お
き
に
運
転
さ

れ
る
。
ま
た
、
そ
の
折
り
返

し
の
上
り
列
車
と
し
て
、
特

環
境
負
荷
を
大
幅

に
軽
減
。

ま
た「
地
宙
船
」

の
壁
面
で
放
射
冷

房
シ
ス
テ
ム
を
採

用
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
な
ど

で
、
ビ
ル
全
体
で

も
環
境
に
配
慮
し
た
開
発
を

進
め
る
と
い
う
。

東
急
電
鉄
は
、
文
化
会

館
跡
地
に
駅
施
設
を
含
む
地

上
33
階
、
地
下
4
階
（
塔

屋
14
階
）
の
複
合
高
層
ビ
ル

を
建
設
す
る
計
画
で
、
周

辺
の
活
性
化
に
向
け
て
新

生
渋
谷
駅
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
き
た
い
考
え
の
よ
う
だ
。

2
0
1
2
年
の
完
成
を
目

指
す
同
ビ
ル
内
に
は
、
10
フ

ロ
ア
か
ら
成
る
大
規
模
な
店

舗
区
画
や
国
内
最
大
規
模
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
専
用
劇
場
が

入
り
、
開
業
後
は
多
く
の
人

出
が
予
想
さ
れ
る
。

開
通
当
初
か
ら
東

武
東
上
線
、
西
武
池

袋
戦
と
相
互
乗
り
入

れ
が
行
な
わ
れ
、
数

年
後
に
は
、
渋
谷
駅

で
東
急
東
横
線
に
、

さ
ら
に
み
な
と
み
ら

い
線
へ
も
乗
り
入
れ

る
予
定
な
の
で
、
埼

玉
、
東
京
、
神
奈
川

を
結
ぶ
大
動
脈
が
完

成
す
る
。
し
た
が
っ

て
副
都
心
線
の
開
通

が
、
東
京
の
ま
ち
を

大
き
く
変
貌
さ
せ
る

き
っ
か
け
に
な
る
と

見
る
人
も
少
な
く
な

い
。特

に
注
目
す
べ
き
は
、
都

営
地
下
鉄
を
含
め
た
東
京
の

地
下
鉄
で
初
め
て
、
千
代
田

区
・
中
央
区
・
港
区
と
い
う

都
心
三
区
を
経
由
し
な
い
こ

と
で
あ
る
。
従
来
の
都
心
を

含
む
東
側
に
は
触
れ
る
こ
と

無
く
、
今
度
の
メ
ト
ロ
の
停

車
駅
で
あ
る
池
袋
・
新
宿
・

渋
谷
が
わ
ず
か
10
分
で
む
す

ば
れ
る
、
こ
れ
ら
三
つ
の
地

域
が
密
接
に
結
び
つ
き
、
集

客
力
の
旺
盛
な
ベ
ル
ト
地
帯

の
出
現
に
結
び
つ
く
公
算
が

大
と
い
う
。

か
つ
て
、
日
本
橋
・
神
田
・

浅
草
が
東
京
の
中
心
だ
っ

た
。
し
か
し
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
は
六
本
木
・
麻
布
・
青
山

が
リ
ー
ド
し
つ
つ
あ
っ
て
、

東
京
の
重
心
は
、
東
か
ら

西
に
向
っ
て
移
動
し
て
い

る
。
副
都
心
線
で
は
、
余

分
な
ト
ン
ネ
ル
が
掘
ら
れ

て
い
て
、
渋
谷
・
池
袋
な

ど
で
は
二
層
、三
層
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
地
下
街
と

し
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

の
形
成
を
予
測
す
る
向
き

も
あ
り
、
購
買
力
は
東
か

ら
西
へ
大
き
く
シ
フ
ト
す

る
可
能
性
が
き
わ
め
て
高

い
。埼

京
線
、
湘
南
新
宿

ラ
イ
ン
と
の
競
合
も
話
題

と
な
っ
て
い
る
・
・
・

宇
都
宮
、
高
崎
か
ら
大

宮
を
経
て
、
田
端
の
手
前

で
、
山
の
手
線
に
入
り
、

池
袋
で
埼
京
線
の
ホ
ー
ム

に
停
車
す
る
湘
南
新
宿
ラ

イ
ン
は
、
上
記
の
メ
ト
ロ

副
都
心
線
と
平
行
し
て
走

行
す
る
。
都
心
の
東
側
を
南

北
に
縦
断
す
る
J
R
京
浜
線

に
対
し
て
、
新
し
い
西
側
の

パ
ラ
レ
ル
路
線
と
し
て
機
能

す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
か

ら
形
成
さ
れ
る
副
都
心
線
を

軸
と
す
る
都
心
西
ベ
ル
ト
の

旺
盛
な
集
客
力
に
拍
車
を
掛

け
る
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。東

急
東
横
線
の
渋
谷
駅

ホ
ー
ム
が
メ
ト
ロ
の
新
駅
に

移
る
と
、
J
R
埼
京
線
の
渋

谷
駅
ホ
ー
ム
が
、
そ
の
あ
と

に
引
っ
越
し
て
、
現
在
は
、

恵
比
寿
方
向
に
遠
く
離
れ
て

い
る
埼
京
線
の
ホ
ー
ム
か
ら

の
乗
り
換
え
は
至
便
に
な
る

と
い
う
。

別
料
金
の
い
ら
な
い
「
快
速

急
行
」
が
新
設
さ
れ
る
。

池
袋
駅
の
乗
り
換
え
を
短
縮

　
　
東
上
線
か
ら

　
　
　
　
J
R
の
改
札
口
へ

東
上
線
か
ら
J
R
へ
の
乗

り
換
え
の
便
を
は
か
る
た

め
、
東
武
は
東
上
線
の
南
改

札
を
改
造
し
、
新
た
に
J
R

改
札
の
直
前
に
改
札
口
を
新

設
す
る
。

2
0
1
2
年
に
予
定
さ
れ

て
い
る
東
急
東
横
線
へ
の
直

通
運
転
が
実
現
す
る
と
、
埼

玉
県
南
西
部
か
ら
池
袋
・
新

宿
・
渋
谷
を
経
て
神
奈
川
県

横
浜
方
面
を
結
ぶ
大
動
脈
が

完
成
す
る
こ
と
に
な
る
。

東
急
電
鉄
が
進
め
る
渋
谷

駅
東
口
・
東
急
文
化
会
館

跡
地
の
再
開
発
事
業
で
、
地

下
化
が
予
定
さ
れ
て
い
る
新

「
渋
谷
駅
」
は
「
宇
宙
船
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ユ
ニ
ー
ク

東
京
メ
ト
ロ
、東
武
鉄
道
、

西
武
鉄
道
の
３
社
は
３
月
27

日
、
和
光
市
と
東
京
・
渋
谷

を
結
ぶ
東
京
メ
ト
ロ
副
都
心

線
（
20
・
2
キ
ロ
）
の
6
月

14
日
開
業
に
伴
う
新
ダ
イ
ヤ

を
発
表
し
た
。

副
都
心
線
に
は
東
武
東
上

線
が
和
光
市
駅
で
、
西
武
有

楽
町
線
が
小
竹
向
原
駅
で
乗

り
入
れ
、
東
武
、
西
武
と
も

朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
渋
谷
行

き
直
通
電
車
を
1
時
間
あ
た

り
6
本
前
後
運
転
す
る
。

直
通
運
転
は
平
日
１
日
当

り
、
東
武
が
上
り
58
本
、
下

り
54
本
、西
武
が
上
り
63
本
、

下
り
65
本
。
池
袋
〜
渋
谷
の

所
要
時
間
は
各
駅
停
車
16

分
、
急
行
11
分
で
、
J
R
山

手
線
、埼
京
線
と
競
合
す
る
。

ダ
イ
ヤ
は
、
渋
谷
〜
和

光
市
間
に
「
急
行
」
を
設

け
、
両
駅
間
を
最
短
25
分

で
結
ぶ
。
各
駅
停
車
で
は
35

分
。
朝
と
夕
方
の
ラ
ッ
シ
ュ

-PAGE 1  東京メトロ副都心線開通！

-PAGE 2  Global Mind の 「地球市民」
　　　　　　　　～チベット紀行～

-PAGE 4  暮らしのヒント
　　　　　　「香り」のサイエンス その 2

6月14日（土）開通！！

メトロ効果で都心の賑わいは、 西に移るか?

-PAGE 3  TBS の「赤坂サカス」open

　副都心線の
ダイヤ決まる

　メトロの
「急行」に

東武と西武が対抗

　渋谷から
東急東横線へ
（予定）

東京メトロ副都心線
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ヤルツァンポ川にて

ヤクに乗って

タルチョがはためくユムブ・ラカン

チベット自治区とチベット自治州

り
つ
き
、
ズ
ボ
ン
の
ベ
ル
ト
を
緩
め
、
走
っ

て
き
た
イ
ヌ
の
よ
う
な
呼
吸
を
し
て
危
機

を
脱
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
現
地
で
売
っ

て
い
る
高
山
病
の
特
効
薬「
高
原
安
」は
、

名
前
か
ら
し
て
効
き
そ
う
な
感
じ
が
す
る

の
で
、
1
日
5
回
も
飲
ん
だ
が
、
さ
し
た

る
効
き
目
は
無
く
、
息
切
れ
、
頭
痛
は

毎
日
続
い
た
。
ま
る
で
、チ
ベ
ッ
ト
の
神
々

が
異
国
の
民
の
侵
入
を
怒

り
、
拒
絶
し
て
い
る
よ
う

で
あ
っ
た
。

人
は
何
か
を
し
よ
う
と

す
る
時
、
ま
た
、
し
て
い

る
時
、
必
ず
息
を
止
め
て

い
る
こ
と
を
発
見
し
た
。

ま
ず
、
何
か
を
考
え
よ
う

と
す
る
と
息
を
止
め
て
い

る
、
書
こ
う
と
す
る
と
止

め
て
い
る
。
し
ゃ
べ
る
と

き
も
、
食
べ
る
と
き
も
、

歯
を
磨
く
と
き
も
、
顔
を

洗
う
と
き
も
、
い
つ
も
息

を
止
め
て
い
る
。
従
っ
て
、

チ
ベ
ッ
ト
で
は
、
何
か
を
し
よ
う
と
す
る

と
、
息
苦
し
く
な
る
。
苦
し
く
な
る
と
、

む
か
し
、
妻
が
妊
娠
し
た
と
き
、
出
産

準
備
で
練
習
し
て
い
た「
ヒ
ー
ッ
、ヒ
ー
ッ
、

フ
ー
ー
! 

ヒ
ー
ッ
、ヒ
ー
ッ
、フ
ー
ー
!
」

を
繰
り
返
し
た
。

2・響
け
!
リ
コ
ー
ダ
ー

こ
こ
の
透
明
な
空
気
は
、
リ
コ
ー
ダ
ー

の
音
を
響
か
す
に
は
、
絶
好
で
あ
る
。
チ

ベ
ッ
ト
の
山
々
が
見
渡
せ
る
広
大
な
ヤ
ル

ツ
ァ
ン
ポ
川
（「
氷
河
の
水
」
の
意
）
の

ほ
と
り
で
車
を
止
め
て
も
ら
い
、
持
っ
て

き
た
「
ア
ル
ト
リ
コ
ー
ダ
ー
」
を
吹
く
こ

と
に
し
た
。
リ
ュ
ッ
ク
か
ら
リ
コ
ー
ダ
ー

を
取
り
出
し
、
山
の
神
（
奥
さ
ん
で
は

あ
り
ま
せ
ん
）、
川
の
神
、
諸
々
の
神
さ

第
一
回
は
、
い
ま
デ
モ
と
暴
動
で
揺
れ
、
世
界
の
話
題

と
も
な
っ
て
い
る
「
チ
ベ
ッ
ト
」
を
取
り
上
げ
る
。

レ
ポ
ー
タ
ー
の
深
瀬
さ
ん
は
、
世
界
各
地
を
旅
し
、

そ
こ
に
住
む
人
々
の
暮
し
に
触
れ
つ
つ
、
生
活
の
風
景
を

カ
メ
ラ
に
収
め
、
エ
ッ
セ
イ
の
ペン
を
も
走
ら
せ
る
。

深
瀬
さ
ん
は
志
木
市
本
町
に
居
住
、
長
く
都
内
の
企

業
に
務
め
ら
れ
た
後
、
退
職
後
は
地
域
活
動
に
奔
走
さ

れ
て
い
る
。
合
唱
グ
ル
ー
プ
「
志
木
第
九
の
会
」
の
会

長
を
務
め
て
い
る
が
、
一
方
そ
の
活
動
の
合
間
に
は
、
か

つ
て
の
海
外
駐
在・出
張
の
経
験
を
生
か
し
て
、中
近
東
、

イ
ン
ド
な
ど
を
旅
し
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
暮
ら
し
に
触

れ
、
新
鮮
な
感
動
を
経
験
さ
れ
て
い
る
。

チ
ベ
ッ
ト
は
、
南
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
、
北
の
崑
崙
山
脈

に
囲
ま
れ
た
高
原
上
に
位
置
す
る
地
域
で
、
牧
畜
、
農

業
が
営
ま
れ
て
い
る
。
漢
字
の
表
現
で
は
「
西
蔵
」
が

当
て
ら
れ
て
い
る
が
、「
チ
ベ
ッ
ト
人
」
を
自
任
す
る
人
々

は
、
現
在
の
中
国
の
西
南
部
の
ほ
か
、
ブ
ー
タ
ン
・
イ
ン

ド
・
ネ
パ
ー
ル
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
地
方
に
沿
っ
た
高
地
に
、
少

数
民
族
と
し
て
居
住
し
て
い
る
。

古
来
中
国
と
の
関
係
が
深
く
、
満
州
人
が
建
国
し
た

清
朝
と
の
攻
防
の
歴
史
に
引
き
続
き
、
1
9
5
0
年
、

中
国
人
民
解
放
軍
が
進
駐
し
、
以
来
中
国
の
一
地
域
と

な
っ
た
。

ま
へ
の
挨
拶
代
わ

り
に
笛
を
吹
い
た
。

息
切
れ
・
頭
痛
が

ひ
ど
く
な
る
こ
と

は
覚
悟
の
上
で
あ

る
。
1
曲
目
は
、

神
々
に
敬
意
を
表

し
て"G

od is 
nigh

（
＝near

の
古
語
）"

を
吹

い
た
。
た
だ
し
、

こ
のG

od

は
キ

リ
ス
ト
教
のG

od

な
の
で
、
チ
ベ
ッ
ト
の
神
々
は
納
得
し
て

く
れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
ま
あ

オ
オ
メ
に
見
て
も
ら
お
う
。
2
曲
目
は
、

日
本
か
ら
の
旅
人
と
し
て
、「
知
床
旅
情
」

を
吹
い
た
。
息
が
切
れ
て
、
休
み
休
み
で

は
あ
っ
た
が
、
最
後
ま
で
吹
い
た
。
苦
し

か
っ
た
が
、
満
足
感
に
ひ
た
れ
た
。
気
が

つ
く
と
、
笛
の
音
に
引
か
れ
た
の
か
、
少

年
が
二
人
近
づ
い
て
き
た
。
私
は
ポ
ケ
ッ

ト
か
ら
ア
メ
玉
を
取
り
出
し
彼
ら
に
差

し
出
し
た
。
彼
ら
は
笑
い
な
が
ら
受
け
取

り
、
私
の
カ
メ
ラ
に
収
ま
っ
た
。

3・ヤ
ク
に
乗
っ
て
お
寺
参
り

ツ
ェ
タ
ン
で
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
第
1

夜
を
過
ご
し
、
チ
ベ
ッ
ト
の
お
寺
参
り
の

最
初
は
、「
ユ
ム
ブ
・
ラ
カ
ン
」
と
言
う

遠
い
国
、近
い
国
の
こ
と
を

　
　
　
　
　
も
っ
と
知
り
た
い・・・

そ
こ
に
住
む
人
々
の
暮
し
を

　
　
　
　
　
　
　
理
解
し
た
い・・・

現
代
の
わ
れ
わ
れ
は
、
と
も
す
れ
ば
、
経

済
活
動
に
特
に
目
を
奪
わ
れ
て
、
内
面
の
こ

こ
ろ
と
向
き
会
う
こ
と
に
は
疎
く
な
っ
て
い

る
よ
う
だ
。
確
か
に
技
術
・
経
済
で
世
界
を

リ
ー
ド
し
て
は
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
遠

い
国
、
近
い
国
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
こ

こ
ろ
を
理
解
し
、
文
化
、
環
境
を
基
盤
と

す
る
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
マ
イ
ン
ド
を
も
っ
た

「
地
球
市
民
」
と
し
て
目
覚
め
る
べ
き
で
は

な
か
ろ
う
か
・
・
・
・

「
当
初
宮
殿
、
今
お
寺
」
だ
っ
た
。
こ

こ
は
、
紀
元
前
1
2
7
年
（
チ
ベ
ッ
ト

暦
元
年
）
に
チ
ベ
ッ
ト
を
建
国
し
た
初

代
王
ニ
ャ
テ
ィ
・
ツ
ァ
ン
ポ
が
建
て
た
宮

殿
で
あ
っ
た
。
70
〜
80 

m
の
急
峻
な
山

の
上
に
そ
び
え
立
っ
て
い
る
。
ガ
イ
ド
か

ら
「
上
り
坂
で
も
大
丈
夫
、
乗
り
物
が

あ
り
ま
す
。」
と
聞
い
て
い
た
の
で
安
心

し
て
い
た
が
、そ
の
乗
り
物
と
は
、「
馬
」・

「
ヤ
ク
」
で
あ
っ
た
。
車
か
ら
降
り
る

と
馬
子
た
ち
が
ド
ッ
ト
寄
っ
て
き
た
の
で
、

あ
わ
て
て
手
近
の
馬
に
乗
っ
た
（
片
道
10

元
）。
絶
壁
に
沿
っ
た
急
坂
の
道
幅
は
わ

ず
か
1
m
程
度
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
よ
う

な
防
護
柵
な
ど
何
も
無
く
、
危
険
極
り

な
い
。
馬
の
背
中
か
ら
見
る
の
だ
か
ら
、

空
中
を
飛
ん
で
い
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な

る
。
馬
子
の
方
は
客
を
つ
か
ま
え
、
ご
機

1・通
過
儀
礼

チ
ベ
ッ
ト
は
す
べ
て
、
神
々
の
領
域
に

あ
っ
た
。神
々
の
領
域
に
立
ち
入
る
に
は
、

そ
れ
な
り
の
通
過
儀
礼
が
必
要
だ
っ
た
。

そ
れ
は
、
死
ぬ
か
と
思
う
ほ
ど
厳
し
い
も

の
だ
っ
た
。い
わ
ゆ
る「
高
山
病
」で
あ
る
。

標
高
3
6
5
0
m
の
ラ
サ
の
酸
素
は
平

地
の
6
割
だ
そ
う
で
、
こ
れ
に
よ
る
息
切

れ
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
し
び
れ
、
不
眠

な
ど
は
、
生
易
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

ホ
テ
ル
に
着
い
て
間
も
な
く
、
頭
の
中
が

貧
血
で
真
っ
白
に
な
り
、
肩
か
ら
先
の
両

腕
、
さ
ら
に
足
先
か
ら
膝
・
腰
・
胃
ま

で
し
び
れ
が
上
が
っ
て
き
た
。
し
び
れ
て

い
な
い
部
分
が
心
臓
と
肺
だ
け
に
な
っ
た

と
き
は
、
生
き
た
心
地
が
し
な
か
っ
た
。

こ
ん
な
風
に
し
て
死
ん
で
ゆ
く
の
か
と

思
っ
た
。
あ
わ
て
て
酸
素
ボ
ン
ベ
に
か
じ

チベット紀行
2005.9.3～10
深瀬　克

まさる
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白居寺の壁画

ギャンツェにある白居寺

白居寺の坊さん（ラマ僧）

港
区
赤
坂
5
丁
目
、

T
B
S
の
社
屋
周
辺
が
東
京

放
送
と
三
井
不
動
産
に
よ
っ

て
開
発
さ
れ
、
去
る
3
月

20
日
「
a
k
a
s
a
k
a 

S
a
c
a
s
」
が
オ
ー
プ
ン

し
た
。
お
台
場
の
フ
ジ
テ
レ

ビ
、
六
本
木
の
テ
レ
ビ
朝
日
、

汐
留
の
日
本
テ
レ
ビ
に
続
く

華
や
か
な
民
放
キ
ー
局
の
誕

生
で
あ
る
。

赤
坂
「
サ
カ
ス
」
に
は
、

「
新
し
い
文
化
を
咲
か
す
」、

「
桜
を
咲
か
す
」「
夢
を
咲

か
す
」
な
ど
の
思
い
が
込
め

ら
れ
た
と
い
う
。
中
核
と

な
る
の
は
、「
A
C
T
シ
ア

タ
ー
」
と
「
B
L
I
T
Z
」

で
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
演
劇

な
ど
に
対
応
、最
新
の
音
響
、

照
明
設
備
を
備
え
る
。
円
い

天
井
を
頂
い
た
T
B
S
放
送

セ
ン
タ
ー
に
面
し
て
、
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
の
公
開
放
送
の

「
S
a
c
a
s
広
場
」
が
設

け
ら
れ
た
。
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の

「
B
i
z
タ
ワ
ー
」
は
地
上

39
階
、
高
さ
1
8
0
m
の
オ

フ
ィ
ス
・
商
業
棟
で
、
空
高

く
聳
え
る
。

オ
ー
プ
ン
当
日
は
生
憎
強

い
風
雨
に
た
た
ら
れ
た
が
、

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
洋
傘
を
か

ざ
し
た
長
い
行
列
が
で
き
て
、

熱
気
が
み
な
ぎ
っ
た
。

昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た「
ミ
ッ

ド
タ
ウ
ン
」
は
徒
歩
で
10

分
、
人
力
で
走
る
「
ベ
ロ
タ

ク
シ
ー
」
と
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が

双
方
を
つ
な
ぐ
た
め
に
運
行

さ
れ
た
。
ま
た
28
日
、
4
月

6
日
に
は
、「
赤
坂
春
ま
つ

り
」
の
氷
川
神
社
山
車
の
巡

行
に
は
、
赤
坂
の
き
れ
い
ど

こ
ろ
も
加
わ
っ
て
賑
わ
い
を

添
え
た
。

4・白
居
寺
の
壁
画

標
高
3
9
5
0
m
の
ギ
ャ
ン
ツ
ェ
に

あ
る
白
居
寺
の
壁
画
に
は
息
を
の
ん
だ
。

山
折
哲
雄
先
生
は
、『
宗
教
の
最
高
形
態

が
芸
術
で
あ
り
、
芸
術
の
最
高
形
態
が

宗
教
で
あ
る
』
と
言
っ
て
お
ら
れ
る
。
私

は
、
日
本
で
は
仏
像
に
こ
の
言
葉
が
当
て

は
ま
る
と
か
ね
て
よ
り
思
っ
て
き
た
。
特

に
、
観
音
寺
（
京
田
辺
市
）
の
「
十
一

面
観
音
」、東
大
寺
戒
壇
院
の「
四
天
王
」、

室
生
寺
の
「
釈
迦
如
来
坐
像
」、
興
福
寺

の
「
仏
頭
」
な
ど
に
は
、
宗
教
と
芸
術
の

一
致
を
感
じ
て
き
た
。

白
居
寺
の
壁
画・仏
像
に
も
、ま
さ
に
、

こ
の
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
当
て
は
ま
る
。
ど

れ
を
見
て
も
、ど
こ
を
見
て
も
、緻
密
に
、

丁
寧
に
作
ら
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
観

音
菩
薩
は
「
慈
悲
」
と
「
気
品
」
が
満

ち
溢
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
強
い
信
仰
心

嫌
で
鼻
歌
を
歌
っ
て
い
る
。
程
な
く
終
点

に
到
着
し
た
。
頂
上
か
ら
の
眺
め
は
、
さ

え
ぎ
る
も
の
が
無
く
絶
景
。
こ
ん
な
高

地
で
は
、
遊
牧
が
中
心
と
思
っ
て
い
た
が
、

予
想
外
に
畑
が
多
い
の
に
驚
い
た
。
チ
ン

コ
ー
麦
（
裸
麦
の
一
種
）
の
取
入
れ
が
終

わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
ワ
ラ
ボ
ッ
チ
が
沢
山

出
来
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ヤ
ク
な
ど
の
冬

場
の
エ
サ
に
す
る
そ
う
だ
。
40
〜
50
年
前

の
日
本
の
田
園
風
景
と
酷
似
し
て
い
る
。

マ
ニ
車
を
回
し
、
石
段
を
登
っ
て
、
チ

ベ
ッ
ト
仏
教
の
お
寺
の
入
り
口
に
た
ど
り

着
い
た
。
中
は
小
さ
な
傘
の
つ
い
た
電
球

が
数
個
と
も
っ
て
い
る
。
お
お
き
な
鍋
状

の
器
の
中
に
ク
リ
ー
ム
色
の
ロ
ウ
が
入
れ

ら
れ
、
そ
の
中
に
10
本
ほ
ど
芯
を
立
て
、

灯
明
と
し
て
い
る
。
聞
け
ば
、
ロ
ウ
で
は

な
く
バ
タ
ー
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
お
香

の
煙
の
中
に
、
目
の
玉
が
ま
ん
丸
の
仏
さ

ん
が
極
彩
色
に
輝
い
て
い
る
。
日
本
で
は
、

明
王
と
か
天
部
の
仏
像
は
目
を
見

開
い
て
い
る
が
、
如
来
や
菩
薩
は
半

眼
で
あ
る
。
こ
ち
ら
の
活
仏
と
お

ぼ
し
き
仏
さ
ん
は
、
心
の
奥
ま
で

見
透
か
し
て
い
る
ぞ
と
言
わ
ん
ば
か

り
に
大
き
く
目
を
見
開
い
て
い
る
。

暗
が
り
の
中
、
壁
際
を
よ
く
見
る

と
、
お
経
が
び
っ
し
り
積
み
上
げ

ら
れ
て
い
る
。「
文
化
大
革
命
を
潜

り
抜
け
て
、
よ
く
残
っ
て
き
た
ね
。」

と
言
う
と
、
漢
族
の
ガ
イ
ド
は
返

事
を
し
な
か
っ
た
。

下
山
時
は
、
ヤ
ク
に
乗
っ
た
。

馬
以
上
に
幅
広
い
背
中
で
、
気
分

よ
か
っ
た
。
人
は
、
何
ご
と
も
初

め
て
の
こ
と
に
は
、
強
い
印
象
を
与

え
ら
れ
興
奮
を
覚
え
る
。
そ
れ
は
、

還
暦
を
過
ぎ
た
者
に
と
っ
て
も
、

同
じ
で
あ
る
。

の
あ
る
人
々
が
作
っ
た
に
違
い
な
い
。
チ

ベ
ッ
ト
に
来
る
こ
と
が
出
来
て
良
か
っ
た

と
心
底
思
い
、
感
謝
の
気
持
ち
に
ひ
た
っ

た
。

5・ダ
ラ
イ・ラ
マ
14
世
と

　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区

1
9
4
9
年
に
成
立
し
た
中
華
人
民

共
和
国
は
、
チ
ベ
ッ
ト
の
領
有
を
主
張

し
た
。
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
14
世
は
国
連
に

こ
れ
を
提
訴
し
た
が
、
国
連
総
会
で
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
そ
の

後
、
毛
沢
東
に
よ
る
チ
ベ
ッ
ト
支
配
が

急
速
に
進
ん
だ
た
め
、
1
9
5
9
年
ラ

サ
で
暴
動
が
起
き
、
中
国
軍
に
追
わ
れ

た
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
14
世
は
イ
ン
ド
に
亡
命

し
た
。
以
後
、
チ
ベ
ッ
ト
は
中
国
政
府

の
統
治
下
に
入
り
、
1
9
6
5
年
、
チ

ベ
ッ
ト
自
治
区
が
成
立
し
た
。
自
治
区

成
立
後
、
文
化
大
革
命
の
影
響
も
あ
り
、

寺
院
が
破
壊
さ
れ
、
僧
侶
は
還
俗
さ
せ

ら
れ
、
人
民
公
社
を
作
ら
さ
れ
る
な
ど
、

チ
ベ
ッ
ト
族
の
意
に
反
す
る
政
策
が
実
施

さ
れ
、
不
満
が
蓄
積
し
た
。
1
9
8
9

年
に
は
、
ラ
サ
で
大
暴
動
が
起
き
、
1

年
半
戒
厳
令
が
敷
か
れ
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
14
世
は
イ
ン
ド
の
ダ

ラ
ム
サ
ラ
に
亡
命
政
府
を
作
り
、
チ
ベ
ッ

ト
の
平
和
的
独
立
を
目
指
す
運
動
を
行

い
、
1
9
8
9
年
に
は
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
を
受
賞
し
た
。

漢
族
の
現
地
ガ
イ
ド
は
、
共
産
党
の

教
育
を
し
っ
か
り
受
け
て
い
る
。
彼
は
、

『
チ
ベ
ッ
ト
人
民
は
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
14
世

の
農
奴
だ
っ
た
の
で
、
中
国
共
産
党
が

ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
か
ら
解
放
し
て
や
っ
た
の

だ
』
と
説
明
し
た
。
私
は
、「
し
か
し
、

チ
ベ
ッ
ト
人
は
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
を
熱
心

に
崇
拝
し
て
い
る
で
は
な
い
か
」
と
詰
問

す
る
と
、『
政
治
と
宗
教
は
別
だ
』
と
答

え
た
。

中
国
政
府
は
チ
ベ
ッ
ト
人
民
へ
の
懐
柔

策
と
し
て
、
破
壊
し
た
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の

寺
院
の
再
建
、
青
海
チ
ベ
ッ
ト
鉄
道
の
建

設
（
試
運
転
が
開
始
さ
れ
、
完
成
間
近

で
あ
っ
た
）、立
派
な
道
路
建
設
な
ど
行
っ

て
い
た
。
こ
う
し
た
公
共
投
資
が
引
き
金

に
な
り
、
僻
地
チ
ベ
ッ
ト
に
も
雇
用
・
収

入
の
増
加
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
漢
族

に
よ
る
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
投
資
も
盛
ん
に
な

り
、
経
済
拡
大
が
加
速
し
つ
つ
あ
る
。
一

方
、
中
国
政
府
は
、
中
国
語
教
育
や
共

産
主
義
教
育
を
通
し
て
チ
ベ
ッ
ト
人
の
文

化
喪
失
も
強
引
に
進
め
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
懐
柔
策
と
強
硬
策
を
チ
ベ
ッ
ト
人
た
ち

は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
、
心
の
奥
底
ま
で
は
見
る
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
。　
　
　
　
（
次
号
へ
続
く
）

TBSの複合施設
「赤坂サカス」が
グランドオープン
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特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　

N
P
O
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　

こ
の
法
人
は
地
域
住
民
と
行
政
に
対

し
て
取
材
活
動
を
行
い
、
報
道
に
よ
っ

て
市
民
の
公
共
参
加
を
推
進
し
、
地
域

内
の
メ
デ
ィ
ア
事
業
を
行
っ
て
、
市
民
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
情
報
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」
は

N
P
O
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
編
集
・
発

行
し
、
無
料
で
配
付
し
ま
す
。

◇ 

読
者
の
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
（
意
見
／
考

え
）」
を
募
集
し
ま
す
。

T
E
L 
0
9
0
（
3
0
4
8
）
5
5
0
2

　
　
　
　
　

編
集
部　

原
宛
に
ど
う
ぞ

「緑釉博山炉」　中国 後漢

「金銀鍍金香炉」　中国 唐時代

高砂香料コレクション
静岡県「岩城市香りの博物館」で展示

第
１
号

先
端
の

　

サ
イ
エ
ン
ス
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

こ
の
人
：
大
河
内 

正
敏

生
活
習
慣
病
恐
る
べし
！

第
２
号

東
京
駅

こ
の
人
：
辰
野　
金
吾

ヒ
ト
の
英
知
は

　
　
　
　
何
処
か
ら
き
た
？

第
３
号

東
京
大
学

こ
の
人
：
松
永 

安
左
衛
門　

暮
ら
し
の
ヒ
ン
ト　
　
　
　

　
　
　
ウ
ィ
ル
ス
と
免
疫

第
５
号

大
名
庭
園

こ
の
人
：
新
渡
戸 

稲
造

味
と
香
り
の
サ
イ
エ
ン
ス　

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
１

第
６
号

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
の

　
　
　
　
　
　

サ
イ
エ
ン
ス

こ
の
人
：
高
峰 

譲
吉

味
と
香
り
の
サ
イ
エ
ン
ス　
　

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
２

第
４
号

江
戸
か
ら
東
京
へ

こ
の
人
：
北
里　
柴
三
郎

江
戸・東
京
の
祭
り

みやかわ(宮川書店)本店に全巻常置されています
志木市本町1-11-32　TEL :  (048)487-1112

―第１期全8号好評発売中！―

Bird's Eye・ 

文
学
に
親
し
む 

・ 

庭
園
、お
祭
り
、

　
　
歴
史
的
景
観
を
総
カ
ラ
ー
で

・ 

日
本
の
花 

木

・ 

暮
し
の
ヒ
ン
ト

・ 

武
蔵
野
台
地
の
地
誌 

　
　
江
戸
か
ら
東
京
へ

毎
号
「
空
撮
」
を

　
　
　
　

カ
ラ
ー
で

変
貌
す
る
都
市
の
景
観

  B5版 100ページ(カラー50ページ) 定価 各630円

第
７
号

江
戸
城
完
工

こ
の
人
：
仁
科 

芳
雄

芥
川
龍
之
介
「
舞
踏
会
」「
手
巾
」

東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン

旧
朝
香
宮
邸
の
ア
ー
ル
・
デ
コ

武
蔵
野
台
地

第
８
号

山
手
線
誕
生
の
物
語

こ
の
人
：
長
井　
長
義

國
木
田
独
歩
「
武
蔵
野
」

東
京
都
庭
園
美
術
館

消
滅
し
た
羽
田
３
町

品
川
神
社
大
祭

香
り
の
殺
菌
作
用
と

　
　
　
　
　
抗
酸
化
作
用

香
気
に
は
殺
菌
作
用
が

あ
る
。
刺
身
に
つ
け
る
ワ

サ
ビ
の
鼻
を
つ
く
香
り
に

は
、
防
カ
ビ
、
殺
菌
作
用

が
あ
る
。
餅
の
入
れ
物
に

ワ
サ
ビ
を
入
れ
、
密
封
し

て
お
く
と
、
室
温
で
カ
ビ

が
生
え
に
く
く
な
る
。
ワ
サ

ビ
の
香
気
が
カ
ビ
の
増
殖
を

防
ぐ
た
め
で
、
シ
ョ
ウ
ガ
や

大
根
お
ろ
し
、
シ
ソ
の
葉
、

レ
モ
ン
な
ど
に
も
殺
菌
作
用

が
あ
る
。
さ
く
ら
餅
、
か
し

わ
餅
、
笹
団
子
な
ど
、
い
ず

れ
も
植
物
の
葉
の
殺
菌
が
巧

み
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。

バ
ラ
の
香
り
の
ゲ
ラ
ニ

オ
ー
ル
、
レ
モ
ン
の
香
り
と

し
て
シ
ト
ラ
ー
ル
、
マ
ツ
の

テ
ル
ピ
ネ
オ
ー
ル
は
、
い
ず

れ
も
殺
菌
作
用
を
も
つ
。
も

と
も
と
香
り
成
分
は
親
油
性

の
も
の
が
多
い
の
で
、
揮
発

し
て
細
菌
や
カ
ビ
の
細
胞
膜

に
吸
着
さ
れ
る
。
細
胞
膜
は

脂
質
と
タ
ン
パ
ク
質
か
ら
で

き
て
い
て
、
油
に
溶
け
る
香

り
成
分
は
、
脂
質
を
通
し
て

細
胞
内
部
に
侵
入
し
、
こ
れ

ら
の
微
生
物
を
殺
し
て
し
ま

う
。食

べ
物
だ
け
で
は
な
い
。

ミ
イ
ラ
を
つ
く
る
と
き
、
脳

や
内
臓
を
取
り
除
い
た
隙
間

に
香
木
や
香
草
を
詰
め
た
の

も
、
亡
く
な
っ
た
人
を
香
り

で
飾
る
と
い
う
意
味

に
加
え
て
、
腐
敗
防

止
の
役
目
も
あ
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
白

人
は
、
昔
か
ら
肉
に

は
好
ん
で
ス
パ
イ
ス
を

使
っ
て
き
た
が
、
ス
パ
イ

ス
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な

香
辛
料
に
は
、
油
の
酸
化

防
止
作
用
が
あ
る
。
ロ
ー

ズ
マ
リ
ー
、
セ
ー
ジ
（
い

ず
れ
も
シ
ソ
科
）
の
抽
出

物
は
、
昔
か
ら
肉
の
臭

み
を
消
す
こ
と
に
使
わ
れ

て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
抽

出
物
に
は
抗
酸
化
作
用
が
あ

る
。
現
在
で
は
、
抗
酸
化
剤

と
し
て
、
化
学
的
に
合
成
さ

れ
た
抗
酸
化
剤
が
も
っ
ぱ
ら

用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
安
全

性
の
観
点
か
ら
、
天
然
の
香

辛
料
の
有
用
性
が
見
直
さ
れ

つ
つ
あ
る
。

香
り
を
楽
し
む 

古
え
の
こ
ろ
、
香
料
は
宗

教
上
の
儀
式
に
使
わ
れ
、
祭

壇
に
香
料
を
焚
い
た
。
し
だ

い
に
貴
族
の
嗜
好
品
と
な

り
、
古
代
の
エ
ジ
プ
ト
で
は
、

身
体
に
香
料
を
塗
り
、
衣
服

に
は
香
を
焚
き
し
め
た
。

天
然
の
香
料
は
、
多
く
は

植
物
由
来
で
、
圧
倒
的
に
用

い
ら
れ
る
の
は
花
の
香
り
で

あ
る
。
果
実
、
種
子
、
根

な
ど
も
利
用
さ
れ
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
花
の
特
徴
的
な
香
り

は
、
少
数
の
成
分
で
決
定
さ

れ
る
場
合
も
あ
り
、例
え
ば
、

ハ
ッ
カ
の
香
り
の
主
成
分
は

メ
ン
ト
ー
ル
で
、
ジ
ャ
ス
ミ
ン

の
香
り
の
主
成
分
は
、
ジ
ャ

ス
モ
ン
、
ジ
ャ
ス
モ
ン
酸
メ
チ

ル
、
ジ
ャ
ス
ミ
ン
ラ
ク
ト
ン
で

あ
る
。
ウ
メ
、
サ
ク
ラ
、
モ

モ
は
い
ず
れ
も
同
じ
バ
ラ
科

の
サ
ク
ラ
属
に
分
類
さ
れ
、

そ
の
香
り
も
よ
く
似
て
い
て
、

共
通
の
ベン
ズ
ア
ル
デ
ヒ
ド
と

ベ
ン
ジ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
が
含
ま

れ
て
い
る
。

し
か
し
多
く
の
花
の
香

り
の
成
分
は
も
っ
と
複
雑

で
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
花
に
は

約
三
百
種
も
の
芳
香
成
分
が

含
ま
れ
て
お
り
、
微
量
で
も

強
く
匂
う
も
の
、
多
量
で
も

弱
い
香
り
の
も
の
が
あ
っ
て
、

ど
の
成
分
が
ど
の
よ
う
に
香

り
に
寄
与
し
て
い
る
か
を
決

め
る
こ
と
が
難
し
い
。
化
粧

品
に
は
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
抽

出
物
そ
の
も
の
を
使
う
こ
と

も
あ
る
が
、
い
ろ
い
ろ
な
芳

香
成
分
を
組
み
合
わ
せ
て
ラ

ベ
ン
ダ
ー
様
の
香
り
を
つ
く

る
場
合
も
多
い
。
必
ず
し
も

ラ
ベ
ン
ダ
ー
に
含
ま
れ
て
い

る
成
分
を
使
う
必
要
は
な

く
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
に
は
含
ま

れ
て
い
な
い
成
分
を
も
使
っ

て
創
り
だ
す
。

香
料
の
も
っ
と
も
大
き
な

用
途
は
食
品
の
フ
レ
ー
バ
ー

で
あ
る
。
加
工
食
品
が
増
え

る
の
で
、
需
要
は
ま
だ
ま
だ

増
え
そ
う
だ
。
つ
い
で
用
途

が
大
き
い
の
は
、
香
粧
品
の

香
料
、
フ
レ
ー
グ
ラ
ン
ス
で
、

化
粧
品
、
石
鹸
、
洗
剤
、
浴

剤
、
室
内
の
芳
香
剤
な
ど
が

含
ま
れ
る
。
か
つ
て
は
、
香

料
は
化
粧
品
に
使
わ
れ
る
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た

が
、
そ
の
需
要
は
横
ば
い
か
、

む
し
ろ
抑
え
気
味
の
よ
う

だ
。動

物
性
の
香
料
と
し
て
古

く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
も
の

に
ジ
ャ
コ
ウ
ジ
カ
、
ジ
ャ
コ
ウ

ネ
コ
な
ど
か
ら
と
れ
る
香
料

が
あ
る
。
ジ
ャ
コ
ウ
ジ
カ
の

オ
ス
の
腹
部
に
分
泌
線
が
あ

り
、
交
尾
期
に
は
ゼ
リ
ー
状

の
ム
ス
ク
を
分
泌
し
て
、
メ

ス
を
引
き
寄
せ
る
性
フ
ェ
ロ

モ
ン
で
あ
る
。
ム
ス
ク
は
男

性
用
化
粧
品
に
使
わ
れ
て
い

る
。

香
道
と
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー

日
本
人
が
香
り
を
楽
し
む

習
慣
は
、
も
と
は
と
い
え
ば

中
国
か
ら
伝
来
し
た
。
大

和
時
代
に
は
仏
に
香
を
さ
さ

げ
、
衣
服
に
匂
い
袋
を
し
の

ば
せ
る
こ
と
も
行
わ
れ
た
。

平
安
時
代
に
は
室
内
で
香
木

や
香
脂
を
焚
き
、
衣
服
に
焚

き
込
め
（
移
香
）
た
り
し
た
。

貴
族
の
間
で
は
、
自
分
で
配

合
し
た
香
り
を
競
う
香
合
わ

せ
も
流
行
し
た
。
東
南
ア
ジ

ア
各
地
で
見
出
さ
れ
る
貴
重

な
沈
香
木
（
常
緑
樹
の
幹
に

香
り
の
あ
る
樹
脂
が
沈
着
し

た
も
の
）
を
香
火
鉢
で
焚
い

て
香
り
を
楽
し
ん
だ
。

室
町
時
代
に
は
香
道
が
確

立
し
た
。
香
火
鉢
に
入
れ
た

沈
香
木
の
香
り
を
か
い
で
お

き
（
聞
く
」）、
そ
の
香
り
を

記
憶
す
る
。
つ
ぎ
に
回
っ
て

き
た
沈
香
木
の
香
り
を
「
聞

き
」、
ど
の
香
り
か
を
当
て

る
の
で
あ
る
。
茶
道
と
同
じ

よ
う
に
礼
儀
正
し
く
優
雅
に

行
わ
れ
る
。
香
道
の
流
儀
は

連
綿
と
現
代
に
も
受
け
継
が

れ
、
い
ま
も
各
所
で
香
会
が

行
わ
れ
て
い
る
。

「香り」のサイエンス その2

CREATIVE BOOK


